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2020年の地殻変動 2021年の地殻変動 2022年の地殻変動

2023年の地殻変動 2024年の地殻変動 2025年の地殻変動

樋脇

樋脇 樋脇樋脇

樋脇樋脇

• 加久藤・小林カルデラ周辺の地殻変動の向きを把握するため、「樋脇」を固定点とした2020年以降の水平変動ベクトルを整理した。

• 2025年は2024/8/8、 2025/1/13日向灘の地震による余効変動の影響で南東方向への変動及び霧島山（活火山）を中心とした膨張傾向がみられるが、加久藤・小林カル
デラへのマグマの供給を示すような広範囲な膨張傾向はみられず、過去と比較して急激な傾向の変化は認められない。

（2020夏頃～）日向灘SSE （～2021夏頃）日向灘SSE

（2023初頭～、夏頃から停滞、12月には収束）日向灘SSE （2024.8.8）日向灘の地震：M7.1

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（GNSS水平変動ベクトル）]

※1 当年12/25～31の平均水平変位と前年12/25～31の平均水平変位の差を1年間の変位として求めた。
※2 2024年は2024.8.8の日向灘の地震時の変動を、2025年は2025.1.13の日向灘の地震時による変動を補正し図示。

（2025.1.13）日向灘の地震：M6.6
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• 九州大学による2015年～2025年の水準測量の結果では、えびの高原・硫黄山の地下600～700 m にあると推定される圧力源において、2023年3月～
2024年3月で0.000035 km3の膨張、2024年3月～2025年3月は0.000014 km3の収縮が推定されている。

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（水準測量）]

• 2025 年3 月上旬に霧島えびの高原において精密水準測量を実施した．その結果，えびの高原・硫黄山の地下600～700 m にあると推定される
圧力源の膨張は，2018年12 月以降ほぼ停滞状態であったが，2023 年3 月～2024 年3 月には35,000m3の膨張があったと推定された．しかし，
2024 年3 月～2025 年3 月は14,000m3の収縮が推定され，硫黄山西麓の地熱領域の縮小とも調和的である．

（九州大学 第８回火山調査委員会）

精密水準測量で検出された霧島・えびの高原の地盤上下変動
（2015 年6 月～2025 年3 月）

九州大学 第８回火山調査委員会 霧島山
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霧島山の干渉SAR時系列解析結果（だいち２号／４号南行）
国土地理院 第８回火山調査委員会 霧島山

• 硫黄山の地点A周辺では、長期的に衛星に近づく変動が見られます。また、新燃岳火口の地点B周辺では、長期的に衛星から遠ざかる変動が
見られます。（国土地理院 第８回火山調査委員会）

・ 既往の地殻変動と異なる場所での地殻変動の出現は認められない。

・ 干渉SAR時系列解析では、硫黄山で、衛星に近づく方向の変位が局所的に認められる。

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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霧島山の干渉SAR時系列解析結果（だいち２号／４号北行）
国土地理院 第８回火山調査委員会 霧島山

• 硫黄山の地点A周辺では、長期的に衛星に近づく変動が見られます。また、新燃岳火口の地点B周辺では、長期的に衛星から遠ざかる変動が
見られます。（国土地理院 第８回火山調査委員会）

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]



58

霧島山の2.5次元解析結果（2025年6月新燃岳噴火前後）
国土地理院 第８回火山調査委員会 霧島山

• 新燃岳周辺において、噴火前には隆起が、噴火後には沈降が見られます。※誤差の影響を受けている可能性があります。
（国土地理院 第８回火山調査委員会）

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR解析結果
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

北行： 2023/8/18～2024/5/24 南行：2023/11/6～2024/2/26

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]
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国土地理院による干渉SAR時系列解析結果（当社にて一部追記）
国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/） （解析：国土地理院 原初データ所有：JAXA）

南行：2015/2/9～2025/9/30

硫黄山 硫黄山

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（衛星観測）]

北行： 2014/10/1～2025/11/6
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• 新燃岳近傍の傾斜計では、３月30日02時50分頃から山体の膨張を示す0.1 マイクロラジアン以上の地殻変動を観測し、その後収縮を示す変動がみられました。新
燃岳周辺の傾斜計では、６月22日12時頃から15時頃にかけて、火山性微動の発生に伴い、山体の膨張及び収縮を示す地殻変動が時々観測されました。噴火活動
がみられた６月下旬から９月上旬にかけては、新燃岳付近の膨張と噴火に伴う収縮を示すと考えられる傾斜変動が時々みられました。

• 新燃岳周辺の傾斜計では、４月下旬及び７月中旬に新燃岳の北西側が変動源の可能性がある北西上がりの緩やかな傾斜変動、７月上旬に北西下がりの緩やか
な傾斜変動が認められました。

（気象庁 令和７年（2025年）の霧島山の火山活動）
• 新燃岳周辺の傾斜計では、新燃岳の地下の膨張を示すような特段の変化は認められません。
（気象庁 霧島山の火山活動解説資料（令和８年３月））

気象庁 令和７年（2025年）の霧島山の火山活動

• 傾斜計による急激な傾向の変化は認められない。

• 新燃岳近傍の傾斜計では、2025年3月に山体の膨張を示す地殻変動が観測されたが、その後収縮を示す変動となり、傾斜計による急激な傾向の変
化は認められない。

② 加久藤・小林カルデラ [主な監視項目：地殻変動・地盤変動（傾斜計・伸縮計）]




